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巻 頭 言
会員各位、いつもありがとうございます。世

の中は風の時代への転換が行われたと言われて
います。風の時代というのは、土地や物など物
質的な価値観ではなく感性や知識そして情報な
どが価値を持つ時代だそうです。我々の鍼灸療
術は融通無碍と言いますか、術者の感覚による
ところが大きく治療への感性は大切だと思いま
す、その意味ではこの時代にふさわしい療法で
はないでしょうか。

さて、神奈川県鍼灸師会では今年度、県と災
害協定の締結・コロナウイルスワクチンの医療
者での優先接種枠に入る・保険審査員として国
保連合会への参画などの活動を致しました。

また内部的には遅れていた事務局の IT 化を
進め、整理効率化を行い、メールやホームペー
ジを従来以上に活用促進を進めコストの削減を
行いました。

しかし、鍼灸の業への権利の確保・拡大はま
だまだ低く、鍼灸の一般認知の理解普及や、会
員、県民の利益の為にはやらなければならない
事は多くあります。当会の理事・監事そして部
員は、これらに日々尽力し自分の営業時間を削
り会務を行っているのでかなりの負担がありま
す。会員皆様にはご迷惑をおかけすることもあ
りますがご理解を切にお願い申し上げます。

今後は他の関連業種や団体、県や市町村に積
極的なアピールを行い、災害や健康関連講座な
ど行っていきます。会の予算はとても厳しいで
す、しかし、新たな活動も必要かと思っていま
す。

会の活動に興味がある方は是非お手伝いをお
願い致します、ご連絡頂けましたら幸いです。
どうか、会へのご協力をお願い申し上げます。

会長　清水 慎司
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災害協定やコロナ禍での取り組み
■災害協定について

前号の会報でもトップ記事でお伝えしました

通り、令和 3 年 3 月 24 日、神奈川県とかなが

わ鍼灸マッサージ推進協議会（通称「推進協」）

の間で「災害時応援協定」（以下、災害協定）

が締結されました。まずは会員の皆さまに災害

協定とは何かを今一度お話ししたいと思いま

す。

災害協定とは、災害時に被災自治体の復旧活

動を行うために、自治体が協定を結んだ団体に

応援要請を出し、それに基づき団体は給金を頂

きながら公的に医療支援を行えるというもので

す。神奈川県では医師、看護師、理学療法士、

柔道整復師の各団体と災害協定がすでに結ばれ

ており、そこにあはき団体もついに加入した形

となります。ちなみに全国でこの災害協定を県

と結んでいるあはき団体は、大阪、滋賀、岡山、

三重、愛知そして神奈川の 6 府県となります（東

京は豊島区と締結）。

県と締結している「かながわ鍼灸マッサージ

推進協議会」とは、（一社）神奈川県鍼灸マッサー

ジ師会（通称「かな鍼」）、（公社）日本あん摩マッ

サージ指圧師会（通称「日マ会」）、そして我々

の（公社）神奈川県鍼灸師会（通称「神鍼会」）

の 3 団体で構成されております。次年度以降の

災害医療研修につきましては、この推進協とし

ての開催や関東信越ブロックとしての開催など

を検討しております。決まり次第、改めてお知

らせさせて頂きます。

■あはき師をワクチン優先接種の対象に

昨年 1 月 14 日にファイザーの新型コロナウ

イルスワクチンが承認されると、2 月 17 日に

は医療従事者向け先行接種が始まりました。し

かしワクチン接種の開始当初、あはき師は医療

従事者枠に含まれておらず、一般の方と同じ扱

いでした。会員からの投げかけをきっかけに、

当会独自対応として 6 月 10 日、清水会長自ら

神奈川県保健局保険医療部医療課を訪庁し、要

望書を提出しました。また、かながわ鍼灸マッ

サージ推進協議会としても議員連盟を通じての

要望を出した結果、7 月 17 日に開設された福

祉施設等従事者向けの大規模接種会場での対象

者にあはき師が加えられることとなりました。

　令和 4 年 2 月 14 日には、あはき師がワク

チン 3 回目接種の優先対象に認められ、優先対

象者のみが予約可能な「新横浜国際ホテルマ

ナーハウス（南館）」での接種が可能になりま

した。このような働きかけにより、あはき師が

自治体からも医療従事者として認められるよう

になってきていることを実感しております。

このところ危機管理委員から会員の皆さまの

メールが多くなっており確認のお手間を煩わせ

てしまっていると存じます。しかしコロナ関係

の情報は即時性が重要ですので、どうかご容赦

くださいますようお願い致します。今後、危機

管理委員では災害時の対応方針を模索し、連絡

体制なども整えていく予定です。会員の皆さま

にご協力をお願いすることもあるかもしれませ

んがどうぞよろしくお願い申し上げます。

危機管理委員長　長野純也、危機管理委員　平岡遼

■第1回イブニングセミナー
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IT 化の取り組み
(1) 神鍼会Webサイト

神鍼会の Web サイトでは、セキュリティ対

策の強化と会員の皆様にとってわかりやすいサ

イト作りを心掛けています。

セ キ ュ リ テ ィ 対 策 で は、SSL（Secure 

Sockets Layer）の対応を行いました。ホーム

ページのアドレスが http:// から https:// に変

わったことにお気づきかもしれません。これに

よって暗号化を用いたより安全な通信となりま

した。

Web サイト作りにおいては、「会員の方への

お知らせ」ページ作成や「保険についてのお問

い合わせ」、「学術講習会のお問い合わせ」、「会

員専用鍼灸のご相談窓口」など、目的にあわせ

たページを設置しました。今後も、よりわかり

やすいサイト作りを心掛けていきます。

また、会員各位のご理解の下、経費削減とペー

パーレス化の視点より、Web サイトを充実さ

せ郵送での配信回数の削減を実行しました。今

後は、Web サイト更新時に随時会員の皆様に

メールでお知らせいたします。

新しい情報をいち早く当会の Web サイトで

見ることが出来るように心掛けてまいりますの

で、是非ご活用いただき、掲載情報をチェック

していただきたいと存じます。

(2) コロナ禍での対策

事務局職員が自宅からでも業務を行えるよ

う、テレワークに向けて事務局職員向けの「パ

ソコン利用指導会」を行いました。パソコン利

用時の注意点やセキュリティ対策等について説

明いたしました。今後もテレワークの準備を整

えて参ります。

IT 担当理事　宋 順姫

ホームページのQR画像

使いやすくなったホームページ

指導会の様子
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2 年振りの忘年会開催となりました令和 3 年

度の忘年会は、新型コロナウイルスの感染拡大

を鑑み、初のオンライン忘年会として開催致し

ました。IT 担当理事の宋先生を中心に理事・

組織共済部での打ち合わせを重ね開催させて頂

きました。例年の参加者は 30 名程のため、初

のオンライン忘年会ではどれだけの方々に集

まって頂けるのか不安もありましたが、40 名

の方々にお集まり頂き、過去最高の参加人数と

なりました。

参加者全員の自己紹介から始まり、ブレイク

アウトルームという 5 名程度の Zoom 上の小部

屋に分かれ、部屋ごとに役員と共に、コロナ禍

で困ったことや会に期待することなど、様々な

話しを行いました。学生からベテランまでそれ

ぞれの視点から共有し、親睦を深めることが出

来ました。その中で会への期待として、ピンチ

のときにはお互いに協力して助け合えるような

会であることを期待するという声も多く、今後

とも会員同士の交流の機会は積極的に設けてい

きたいと感じました。

その後、待望の抽選会を行いました。今回の

抽選会は初のオンライン開催だったこともあ

り、会長・副会長・監事より商品を出して頂き、

１人２つ当たるほど商品も多く取り揃えており

ました。鍼セット、鍼灸関連書籍、各種ギフト

券などに始まり、果てはカレーセットやだし醤

油といった奇天烈な景品もあり大いに盛り上が

りました。

忘年会のプログラム終了後には二次会も行い

ました。準備段階では「需要がないのでは？」

という意見もあったのですが、蓋を開けてみれ

ば参加者の 8 割近い 30 名の方が残ってくださ

いました。

コロナ禍という特殊な状況の下で、神奈川県

内の各所にいらっしゃる会員の皆さまにひとと

ころに集まっていただくことは難しく、忘年会

も行えず会員同士の結びつきがどんどん薄く

なってしまうことを危惧しておりました。しか

し、結果的にはオンラインサービスを使うこと

で例年を超える人数にお集まりいただくことが

でき、ピンチをチャンスに変えられたことを嬉

しく思います。

まだまだ見通しの立たない状況ではございま

すが、忘年会含め、会員交流会・学生交流会等

も検討しております。新型コロナウイルスの感

染状況により、どのような形式になるかはまだ

わかりませんが、ぜひ会員同士の交流の場にご

参加いただけましたら幸いです。

初！オンライン忘年会の開催
忘年会担当　長野純也
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当会が開催する一般市民向けの市民講座です

が、郵送物にて会員の皆様ご承知の通り、当会

初めてのオンラインで行わせて頂きました。そ

の節は参加者様へのご周知にご協力頂きありが

とうございました。今期、新たな普及部体制に

なり一つの目標として、新型コロナウイルス感

染症現況下ではあるものの、「公益活動として

の市民講座を活用し一般の方々に鍼灸の良さを

普及したい！」と掲げ、普及部一同諦めずに相

談しあいオンラインでの市民講座を企画致しま

した。

まず第一回目は昨年の 6 月中旬に、当会の『こ

のゆびとまれプロジェクト』の《お灸セルフケ

ア教室》にてご活躍されている宋順姫先生を講

師として【はじめてのお灸教室】と題し開催い

たしました。初めてという事もあり参加人数目

標 5 名のところ無事目標達成し、参加者の半分

以上は鍼灸未体験の方達が集まってくださいま

した。みんなでオンライン上にてツボの取り方

を学び、鍼灸についての質問相談も沢山飛び交

う楽しい時間となりました。

しかし、まだまだ終わらないコロナ禍…でし

たので昨年 12 月にも第二回オンライン市民講

座を企画致しました！　テーマは【鍼灸ってど

んなことするの？　腰痛・腹痛編】と題し普及

部員でもある高橋宏先生を講師とし開催いたし

ました。参加者 15 名と前回よりも増え、腰痛

や腹痛の西洋医学・東洋医学的な内容はもちろ

んの事、本回もみんなでツボを取ったり、自宅

で出来るセルフストレッチを画面越しにみんな

でやってみたりなど、受講者も参加しながらオ

ンラインにて行うことが出来ました。

今回オンライン (Zoom) での一般市民向け講

座を行い参加者に受講後アンケートをしたとこ

ろ、感想はとても好感の高いものとなっており

ました。オンラインのメリットとして、自宅に

て参加出来るので開催場所に限らず参加しやす

く、移動時間の負担も減るなど良いところは多

いのですが、デメリットはやはり一緒の空気感

が少ないことやネットに不慣れな方の参加が難

しいことであり、今後の検討課題となりました。

今後は対面とオンラインのハイブリット形式な

ども視野に入れ、これからも世情に合わせ神奈

川県はもとより鍼灸業界の全体の普及に邁進し

ていきたいと存じます。また会員の皆様にもマ

ラソン事業含め当会の普及部活動にご協力頂く

ことも多々あるかと思いますが今後ともご協力

の程宜しくお願い致します。

当会初！市民講座オンラインバージョン
普及部長　秋澤泰久・副部長　清水克紀
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　2020 年頭に始まりいまだ終息の見えないコロ

ナ禍の影響で、学生生活が大きく変化をした学

生さんもたくさんいらっしゃると思います。当

会では、オンラインでの学術講習会を早期より

開催しており、コロナ禍においてもオンライン

での講習に参加して知識を得ることが可能です。

　とはいえ、少々コミュニケーションを取れる

機会が減ってしまってはいないでしょうか。学

生生活は 3 年間という短い間です。これから鍼

灸師を目指す方は「貴重な学生 3 年の間、同じ

学校だけ、同じ学年だけ、クラスメイトだけ、

などの狭い交流ではもったいない！」と学生委

員会では考え、今年はオンラインでの学生交流

会を企画しました。

　交流会では、学生会員さん同士でのコミュニ

ケーション時間を多く取る事を目的として少人

数での開催に致しました。たまたまですが当日

は学校も学年もバラバラの学生会員さんが集

まって下さり、他校の雰囲気や学んでいること

を知るきっかけにもなったかと思います。

　9 月 27 日の交流会当日は、お互いの自己紹介、

学校や学年、皆さんに聞いてみたいことをテー

マに話が進みました。はじめこそ少々緊張感が

ありましたが、段々と話に熱が入り「学校生活

の過ごし方」、「学校の実技の授業の事」、「おす

すめの勉強方法」、「就職の事」、「開業について」、

「鍼灸師のやりがい」、「おすすめの本の紹介」等、

本当にたくさんの話題が尽きる事なくあがりま

した。

　オンラインでの学生交流会は私共も初の試み

で、至らない点も多かったと思いますが、学生

の皆様が積極的にお話をしてくださり、あっと

いう間の 2 時間になりました。

　後日、学生会員さんより「とても有意義な時

間となり、参加できて良かった」との大変嬉し

いお声も頂き、学生委員会として企画出来て良

かったと感じるオンライン学生交流会となりま

した。改めて、参加してくださった学生会員の

皆様に御礼申し上げます。

　今回はオンラインでの交流になってしまいま

したが、今後直接お会いする機会があった際に

少しでも話しやすい関係性を作っていきたいと

考えています。2 年に渡るコロナ禍で不自由も

あるかと思います。この生活がいつまで続くの

か、終息の目途もつかない状況です。しかし、

制限が続く環境の中でも学生会員の皆さんが安

心・安全な状況で参加できるよう今後も神奈川

県鍼灸師会ではその時の状況に合わせてイベン

トを企画したいと考えています。

　今回は残念ながらご都合が合わず参加が出来

なかった学生会員さんもいらっしゃいました。

来年度も何かしらの形で行えるよう計画をした

いと思っておりますので、ぜひ参加をご検討く

ださい！

オンラインでの学生交流会を行いました
学生委員会管理者　北原 奈那
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令和 3 年度学術講習会・イブニングセミナー開催報告

平素より学術事業への参加及びご理解をいた

だき誠にありがとうございます。令和 3 年度も

昨年度から引き続き、オンライン（zoom ミー

ティング）による事業となりました。会員の皆

様と直接お会いする貴重な事業ではあります

が、お会いすることが出来ず非常に残念に感じ

ております。

以下、令和 3 年度の開催の報告をさせて頂き

ます。

■第1回イブニングセミナー

去る 6 月 2 日（水）に、スポーツ現場に活

かす鍼灸臨床 「運動連鎖から学ぶ鍼灸師のスト

レッチ・エクササイズ」と題し、山下貴士先生

を迎え、第 1 回イブニングセミナーを開催いた

しました。

山下先生には、より実際の臨床に近い講義

（実技）として、運動連鎖に関する解説を冒頭

に行って頂き、その他の時間を全て実技講義に

てご教示いただきました。

日常臨床上に遭遇しやすいポピュラーな疾患を

例に挙げ、それに対する運動処方の紹介と実技・

解説も通常よりも充実した内容となりました。

実技講習は、オンライン講習において不得手

の部分ですが、動画を利用し通常より丁寧に解

説を行なって頂くことにより、非常に分かりや

すく充実した内容で終了いたしました。

■新人研修

8 月 22 日（日）に開催された今年度の新人

研修は、過去の参加者からの要望にお応えし、

「美容」に関する講習会を行いました。通常１

講座のみの開催ですが、内容等を考慮し２講座

としました。講師には、美容鍼灸での研究の第

1 人者である鍼灸師・山崎翼先生、形成外科医

の阿部浩一郎先生をお迎えしました。

山崎先生には、「美容鍼灸領域における研究

の最新知見」と題し、現在進行中の研究や、終

了したばかりの研究結果を解説いただきまし

た。その中で「美容領域」に鍼灸がどのような

効果を生み出せるのか、また、鍼灸における美

容領域での解明されていない点、分かってきて

いる点を整理されたわかりやすい解説をいただ

きました。

学術部長　大屋 朗

第 1回イブニングセミナーの様子

山崎翼先生の講演の様子
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今後の臨床においてニーズの高い「美容鍼灸」

をどのように組み入れていくか、非常に参考に

なる講義でした。

阿部先生には、形成外科専門医として「皮膚」

における基礎から応用まで幅広くご講義いただ

きました。参加者の皆様から活発な質問もあり、

新たな知識を得る非常に良い機会となったので

はないでしょうか。

■第2回学術講習会

9 月 26 日（日）に行われた第 2 回学術講習

会は、「リウマチ」をテーマに行いました。「リ

ウマチ」に対する知識・薬物療法は日々進化し

ています。我々の持っている知識をアップデー

トする為、講師には横浜関内にてリウマチ専門

クリニックを開業されている上田敦久先生（元

横浜市立大学附属病院　准教授）、東京大学医

学部付属病院にて鍼灸施術と研究をされている

粕谷大智先生をお招きいたしました。

お二人の豊富な知識と経験、最新のリウマチ

事情をお話しいただき、薬に対する知識や我々

鍼灸師がリウマチに対してどう介入していく

か、教科書上では知りえない、より深く広い最

新情報を得られました。

また、上田先生には粕谷先生の講義の拝聴を

お願いし、我々鍼灸師がどのようにリウマチに

対して施術を行っているのかをご理解を頂きま

した。今後もこのような、医師と鍼灸師のつな

がりを大事にした講習会を継続して参ります。

■第4回学術講習会

1 月 16 日（日）に開催された第 4 回学術講

習会では「腰痛」に焦点を当て講習会を開催い

たしました。

講師には、解剖学的な知識と低周波鍼通電療

法に精通する町田雅秀先生、我々鍼灸師とは少

し違った角度で「腰痛」に接している理学療法

士の伊藤智一先生（北新横浜整形外科）をお招

きしました。

町田先生には、スポーツ現場の臨床にて遭遇

しやすい３種の腰痛に関し、総論・各論・鑑別

の解説と鍼通電療法の実技をご披露いただきま

した。

伊藤先生には、腰痛に対する機能評価の方法

とリハビリテーションの処方について、実際の

動画を交えて分かりやすく解説いただきまし

た。

阿部浩一郎先生の講演の様子 上田敦久先生の講演の様子

粕谷大智先生の講演の様子
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コメディカルの中での相互理解も含め、非常

に有意義な講習会となりました。

コロナ禍におきましては、マイナス面だけで

なくプラス面もありました。オンライン講習会

が全国に広まり、遠方からの参加者、遠方開催

地への参加が可能となりました。自宅にいなが

ら様々な講習会に参加可能な社会となり、講習

会のあり方も変化してきております。

神奈川県鍼灸師会では、令和 4 年度も引き続

きオンライン開催を念頭に準備を始めていま

す。今年度以上に会員の皆様の『鍼療』のお役

に立てるよう、講習会内容や講師の選定に尽力

致します。医療の最新知見のアップデート、医

療連携のために必要な視点、会員間の協調など

様々なテーマをご用意しておりますので、会員

の皆様もぜひ講習会へご参加ください。

町田雅秀先生の講演の様子

町田雅秀先生の実技の様子

伊藤智一先生の講演の様子
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令和2年度11月
臨時理事会
　令和2年11月 8日（日）：WEB

＊ COVID-19 の影響にて、臨時に開催
議事１．「療養費施術管理者制度」会員周知の

件 
議事２．組織再編成の件

（IT 委員会の総務部部会への再編成）

第4回　令和3年2月7日（日）：WEB
議事１． 当会新リーフレット作成の件

第5回　令和3年3月7日（日）：WEB
　議事 1． 保険部金額誤送金の件

議事 2．普及部における講師謝礼規程の件

令和３年度
第1回　令和3年4月11日（日）：WEB

議事１．役員陪乗責任保険の件
議事２. 理事役職変更の件（組織共済部長・

保険部長の相互変更）

第2回　令和3年5月30日（日）：WEBB
議事１．杉山和一検校座像除幕式の件
議事２. 当会休会制度の件

議事３. 創立 75 周年記念事業準備委員会設立
の件

令和 3年度定時総会　令和 3年 6月 20 日：
当会事務所およびWEB

議事１．令和 2 年度事業報告 
議事２．令和 2 年度決算報告
議事３．令和 2 年度監査報告
議事４．令和 3 年度事業方針
議事５．令和 3 年度事業計画
議事６．令和 3 年度予算案
議事７．会員種別（当会単独会員制度）の件
その他．（報告）当会休会制度の件

第３回　令和3年8月1日（日）：WEB
議事１．会員向けライププラン提示の件

第４回　令和3年9月19日（日）：WEB
議事１．オンライン忘年会の件
議事２．IT促進関連および（COVID-19を受け）

事務局在宅ワーク促進関連
議事３．慶弔規程の変更（整理）の件

第５回　令和3年11月 14日（日）：WEB
議事１．郵送物削減の件
議事２．創立 75 周年記念事業の件

副会長 / 総務部長　藤田 洋輔

理事会報告：抜粋（令和 2 年度 11 月～令和 3 年度）
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当会では、卒業後皆様にご活躍いただきた

いと考え、学生を対象とした優遇措置を行っ

ております。この機会に、卒業後に必要とな

る知識やつながりを広げてみませんか？　会

費は年会費 3,000 円のみです。卒業後に初年度

割引制度もあります。

特典として、学術講習会・イブニングセミ

ナー・療養費取り扱い初心者講習会等の当会

が主催する講習会（年に 10 回以上）に無料で

参加することが出来ます。またメール等で普

及活動（市民講座・マラソンボランティア）

等の予定や参加方法について情報が届きます。

昨年度は学生会員でのオンライン交流会も企

画しました。

鍼灸師同士のつながりの強化で鍼灸業界を

より良いものにしていきたいと考えておりま

す。学術講習会や普及活動を通して、先輩鍼

灸師の先生方や他校の学生会員さんと交流し

ましょう！

学生の皆さんの３年間という短い学生生活

が有意義なものとなるよう神奈川県鍼灸師会

もお手伝いします！　是非ご検討下さい。

学生委員会からのお知らせ 普及部からのお知らせ

保険部からのお知らせ

学生委員会管理者　北原 奈那 普及部長　秋澤 泰久

保険部長　清水 克紀

今期は湘南国際マラソンもオミクロン株の
影響により中止となり、マラソンボランティ
ア事業は昨年に続き全て中止となりました。
2022 年度もコロナ禍がどうなるのかまだまだ
先行きが見えない中ではありますが、コロナ
禍が終息した暁には会員の皆様と共に選手の
ケアを出来るのを心より楽しみにしておりま
す。今後も新たな情報が決まり次第お知らせ
致しますので引きつづき宜しくお願い致しま
す。

昨年 5 月より組織共済部から異動し保険部
長を務めております清水克紀です。コロナ禍
もありご挨拶が出来ておらず失礼致しました。
保険部では申請書の審査提出業務を毎月行っ
ております。療養費の取り扱いに不安や疑問
がある会員からの質問相談も受け付けており
ます。

療養費は受領委任制度の導入を皮切りにこ
こ数年で仕組みの変化が顕著であり、また
2022 年度は療養費改定も予想されております。
取り巻く環境は変わっても会員の皆様に対し
て常に最新の情報を提供し滞りない療養費・
労災請求が行える様に部員一同精一杯ご協力
させて頂く所存です。引きつづき宜しくお願
い申し上げます。

学生用入会申込ページのQRコード
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編集後記編集後記編集後記
グの良さを活用しつつ、やはり対面式の良さに
は敵わないところも多いですから、早くこの状
況が終息して自由に同じ空気の下で学んだり
語ったりできる日を待ち望んでおります。最後
に、製本・印刷をしてくださったキューアイ・
マネージの石井様には今年も大変お世話になり
ました。この場を借りて感謝申し上げます。

　本誌をつくるにあたり今年度を振り返って
みると、各部でオンラインミーティングを利
用していたことに気付かされました。2020 年
のパンデミック当初は、対面式の打ち合わせ
や勉強会などがことごとくできなくなってし
まい、台頭してきた「オンラインミーティン
グアプリ」もパソコンが苦手な人にはハード
ルが高く、難しい状況が続いていました。し
かし、コロナ禍も 2年目となると、みなこの
アプリの使用に慣れて来たようで、あらゆる
場面で活用されるようになりました。諦めか
けていた交流会や忘年会をオンラインで行え
たこと、しかも例年以上に参加者が集まった
ことは嬉しい限りです。神奈川県鍼灸師会で
は、これからも会員同士の繋がりを大事にし、
繋がり方を模索していきたいと考えています。
家からつなげて便利なオンラインミーティン

ようこそ神奈川県鍼灸師会へ！　皆様のご活躍を期待しております。
【正会員】

前田　直俊（R3/4/1）  志村　益弘（R3/6/1）
神山美世子（R3/4/1）  水島　一誠（R3/9/1）
渡會　香織（R3/5/1）  浅田　　修（R3/12/1）
川出　智也（R3/5/1）  岩崎　貴大（R4/1/1）
杉﨑　玉青（R3/6/1）  持山　淳子（R4/1/1）
市川　　遼（R3/6/1）  美山健三郎（R4/1/1）
東田　　茂（R3/6/1）  

【学生会員から正会員】
渡部　智子（R3/5/1）  苅谷久美子（R3/5/1）

【学生会員】
松尾　彩子（R3/7/1）  對間　智子（R3/12/1）
明石　春花（R3/8/1）  堀田　絵美（R3/12/1）
伊藤　恵美（R3/8/1）  花田　光由（R3/12/1）
小池　恵子（R3/8/1）

令和３年度　入会者
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令和４年度（公社）神奈川県鍼灸師会 年間スケジュール
諸会議関連（予定）

開催予定 定時総会 理事会 業務執行理事会
４月１７日（日） ●
５月１８日（水） ●
５月２９日（日） ●
６月８日（水） ●

６月１９日（日） ● ●
７月１３日（水） ●
７月２４日（日） ●

１１月１６日（水） ●
１１月２７日（日） ●
１月１８日（水） ●
１月２９日（日） ●
２月１５日（水） ●
２月２６日（日） ●
３月１５日（水） ●

学術講習会・イブニングセミナー・新人研修
開催予定 学術講習会 イブニングセミナー 新人研修

6 月 8 日（水） ●
7 月 31 日（日） ●

8 月
9 月 14 日（水） ●

10 月 16 日（日） ●（日鍼会ブロック共催） ●
11 月 9 日（水） ●

12 月 18 日（日） ●
1 月 18 日（水） ●
2 月 19 日（日） ●

災害支援鍼灸師養成講座
開催予定 行事名称 開催場所
未定（日） 救命救急初心者講習会 未定

保険部　講習会
開催予定 保険取扱い初心者講習会 療養費適正運用研修会

5 月頃予定 ● 毎月２～３回程度秋頃頃予定 ●
＊療養費の取り扱い希望の会員の皆様からのお問い合わせ等は随時受け付けております。。

普及事業
開催予定 行事名称 備考
9 月中旬 一般市民講座

コロナ等により変更あり 

詳細は改めてご案内申し上げます。

10 月 23 日 マラソン事前講習会
10 月 30 日 横浜マラソン
11 月下旬 横須賀シーサイドマラソン

12 月 一般市民講座
2 月初旬 湘南国際マラソン

交流会等
開催予定 行事名称 備考

未定 学生会員交流会 未定

自主勉強会
開催予定 名称 備考

偶数月第１水曜 かながわ古典研究会 詳細は別紙をご覧ください。
＊予定されている日程は、都合などにより変更になる場合もございます。
＊開催日・開催時間などの詳細は分かり次第、当会ホームページ（https://kanagawa.harikyu.or.jp/）に掲載致します。
　また、当会からの郵送物およびメール配信サービスでも併せてお知らせ致します。








